
スクーリング 学習の進め方

  スクーリング開催日程・科目の確認
▶ p.126  「スクーリングによる学習」　 ▶ p.129  「5 2022年度スクーリング日程について（予定）」　 ▶   法政通信

◆  2022年度に開講するスクーリング日程は『法政通信』およびWeb学習サービス ▶ p.146  を参照してください。 
『法政通信』の該当ページを確認して、受講科目を決めましょう。スクーリングは、毎年開講科目が異なります。

◆  『法政通信』3月号・4月号には、2022年度スクーリング開講科目一覧（予定）を掲載します。有効に活用してください（予
定のため、実際の開講科目と異なる場合があります）。

  スクーリング概要の確認
▶ p.127 「4 スクーリングの種類」　 ▶   法政通信

◆  スクーリングは、通常100分授業を12回～ 14回実施します。実施期間や授業形態によって複数のスクーリングがあり
ます。

◆  スクーリング手続き方法については、『法政通信』の各スクーリング概要を毎回必ず確認してください。

  履修申請・受講料の振り込み
▶ p.127  「3 スクーリングの履修登録手続き」　 ▶ p.146  「2 Web学習サービス」　 ▶   法政通信

◆  スクーリングの受講には履修申請および受講料の振り込みが必要となります。履修申請方法の詳細は、開講時期に合
わせて『法政通信』で通知されます。定員を超える申請があった場合は抽選になります。

◆  申請は、Web学習サービスまたは履修申請書（『法政通信』掲載号の巻末）にて行います。ただし、メディアスクー
リングは履修申請書による申請はできません。

春期・夏期・秋期・冬期・ゴールデンウィーク・週末・地方スクーリング　 ▶ p.127

メディアスクーリング　 ▶ p.135

『法政通信』該当ページで
日程・科目・シラバス確認
▶ p.127

『法政通信』該当ページで
日程・科目・シラバス確認
▶ p.128

履修申請
受講料振り込み
▶ p.127

履修申請
受講料振り込み
▶ p.127

スクーリング受講
（授業出席）

▶ p.131

メディア
スクーリング受講
▶ p.135

1

2

3

1

1

3

3

5

5

2

2

4

4

S t e pS t e p5B

1

● メディアスクーリングについては、以下に記載する学習方法と内容が一部異なる場合があります。

学 習 の し お り  2 0 2 2020



合格 不合格

合格 不合格

合格 不合格

合格 不合格

卒業するためには、1年次入学者であれば30単位以上のスクーリング単位の修得が必要です。
スクーリング学習では受講手続きが事前に必要となります。
詳細は必ず『法政通信』該当ページで確認してください。

スクーリング試験受験
（最終時限に実施）

▶ p.132

合格により単位修得
ただし外国語科目
などは1単位

▶ p.32

合格により単位修得
ただし外国語科目
などは1単位

▶ p.32
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  履修登録結果の確認
▶ p.131  ▶ p.135 「履修登録結果の確認方法」　 ▶ p.146 「2 Web学習サービス」

◆  履修申請、受講料振り込み後に送付される「履修登録結果通知書」やWeb学習サービスで履修登録結果を確認してください。

  教材などの準備・授業出席
▶ p.131  ▶ p.135 「1 受講に際して」

◆  シラバスで指定テキストや事前学習、持ち物などを確認し、しっかり準備して授業に出席しましょう。

  スクーリング試験受験
▶ p.132  「2 スクーリング試験」　 ▶ p.135  「2 メディアスクーリング試験（会場試験）について」

◆  原則として、スクーリング授業最終日の最終時限に実施します。受験資格はスクーリング・科目により異なります。
◆  メディアスクーリングは、指定された単位修得試験月にメディアスクーリング試験を実施します。メディアスクーリ
ング試験は単位修得試験の際に実施するため、単位修得試験の受験可能科目数はメディアスクーリング試験の受験科
目数と合わせて3科目までになります（一部リポート試験の科目あり）。

  合否結果通知
▶ p.118 「7 試験結果通知について」　 ▶ p.146 「2 Web学習サービス」

◆  約50日程度で「試験結果通知書（ハガキ）」およびWeb学習サービスにて通知されます。
◆  スクーリングは2単位（外国語科目などは1単位）の修得となるため、構成単位が4単位の科目を履修した場合は、別途残り2単位

を別日程のスクーリングもしくは通信学習で修得することが必要です。 ▶ p.34「4 4単位科目の単位の修得方法を変更する場合」

不合格の場合、試験の再受験はできません。
別日程のスクーリングで再度履修登録し受
講、または通信学習に変更してください。

不合格の場合、試験の再受験はできません。
別日程のスクーリングで再度履修登録し受
講、または通信学習に変更してください。

各科目の試験方法（メディアスクーリング
試験またはリポート試験）については履修
申請開始前に『法政通信』（前期：2月号／
後期7・8月号）で発表します。

● メディアスクーリングについては、以下に記載する学習方法と内容が一部異なる場合があります。

単位修得試験会場でメディア
スクーリング試験を受験

（自宅等でのリポート試験の科目もあり）
▶ p.135
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